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磁気赤道域の電離圏プラズマの構造とダイナミクスを研究するために、磁気赤道に当たるフィリピン・セブ島
で電離層の連続観測が行われている。 イオノゾンデ５分観測により赤道スプレッドＦ（ＥＳＦ）発生の季節変化
や詳細な発達過程を見ることができる。 Ｆ層の底部からスプレッドが上昇しながら発達する現象が多数観測され
た。 

 
 
西太平洋磁気赤道地域の電離圏の構造とダイナミクスを研究し、電離圏電場と赤道スプレッドＦ（ＥＳＦ）、赤

道異常、磁気赤道域のスポラディックＥを解明するために、磁気赤道に近いフィリピンのセブ島（10.35N, 123.91E, 
Dip=2.6)で電離層の観測が続けられている。 これまでキャンペーンベースで観測が行われ、マニラでの観測と比
較してＥＳＦをトリガする電場と大気波動の解析がなされた。２０００年３月から連続した観測が行われ、ほぼ１
年間のイオノゾンデのデータが得られた。 観測機は WestPac キャンペーン観測で使用したＦＭＣＷレーダ（出力
２００Ｗ）を使い、イオノゾンデ５分観測（２－２８ＭＨｚ）を電話回線を用いてモニタした。 

 今回の観測期間は太陽活動極大期に当たり、春分、秋分を中心とする各３ヶ月間はほぼ毎日ＥＳＦの発生が
観測された。 他の期間はＥＳＦの発生は少なくなるが、特に２０００年１１月から発生が少ない。 ＥＳＦの多
発する期間はＬＴ１８時頃に最も電場が強くなり、１９時にほぼ最高高度に達するが、ＥＳＦ発生の少ない期間は
電場のかかる時刻の日々の変化が大きい。 全く電場の発生しない日もある。 ＥＳＦの発達過程を詳細に見ると、
大半は東西電場により日没後のＦ層が上昇し、最高高度になった時点で発生するが、最高高度に達する以前にスプ
レッドが開始する現象も見られる。 この場合は低い観測周波数（低い高度）のレンジタイプのスプレッドに始ま
り、最高高度に達した後に周波数タイプのＥＳＦに移行する。 


